





















シウム、コレステロー／レ摂数量は A. ¥11群で少なかった3 食品群関摂窓量の詑較で法 A五程
群で界類、緑黄老妻子菜、その鎧の野菜、いも類の摂数量が有意に少設し：急分類および任3
多額不飽和籍訪重量が少ない額舟であっ1とc 一方、砂鯖類、菓子類、議籍類；まA民霊童挙が多く
接取していたコ
［結議］ M1I患者iまいも類、野菜類、魚介類の複数量が少なく、その結果カジウムやカル
シウム、 n-3系多倍不能和籍訪畿の接取量が少なかったc またAMI患者で界類およびコレ
スデロール摂取量辻少なく、捗審議や菓子類、諮籍鎮の褒数量iま多かった。この食習穫の
是正がM症の発症および再発予訪のための栄養指導にさヨいて重要である。
